
順位

H17

0.5

H17

0.5

H17

0.5

H18

0.5

2

1

指標５

指標４

指標３

指標２

指標１

5

3

基本目標

第３節　市民医療の充実

4

施　策　名

政策名（章）

基本施策名（節名）

指標名

＊年間の人件費はＨ19、Ｈ20ともに805万円/年とし、人口は、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）、71.0万人（H21.4.1現在）とした。

25

平成１８年度救護所に配置される看護
ボランティア８６人を各救護所５人の
総人数１２６人として平成２２年目標とする。

拠点救護所医薬品配置済箇所／拠点救護所医薬品配置
予定箇所×100

救護所資機材配置済箇所／救護所資機材配置予定箇所
×100

施策コード

評価担当局

施策所管課

22

救護所看護ボランティア数／１２６人×１００

拠点救護所及び救護所への医薬品の配置
率を目標とする。既に配置済で医薬品の
品質期限にあわせ計画的に更新する。

救護所用資機材の配置率を目標とする。
災害時医療救護マニュアルに基づき
計画的に配置する。

救護所の救護訓練の実施率を目標とする。
実施計画に基づき、平成１７年度から
計画的に訓練を実施する。

12330

拠点救護所及び救護所の医薬品（旧
市内26箇所）の配置率

基準値

訓練実施校数／訓練計画校数×１００

総事業費・人員
（単位：千円・人）

100.093.3

指標１
（単位：% ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標２
（単位：% ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

100.0

0.5

50.0

100.0 100.0100.0

50.0 66.6

72.2 100.0

救護所を知っている人数／アンケート数×１００

100.0 100.0

目標値 実績値実績値 目標値 目標値

100.0 100.0

目標値の考え方（根拠）指標の基準値の定義

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

４　成果・活動指標

人件費 4,025 4,025

事業費

災害時医療の充実

年度

　相模原市地域防災計画に基づき、医療救護活動の円滑な対応を図るため、医療救護所スタッフの確保及び医薬品や資機材の備蓄など
を行うことにより、災害時における市民の安全を確保する。

平成19年度（決算） 増減の主な理由

３　事業費                       　　　　　　　　　　     （単位：千円）

救護所看護ボランティア配置率

救護所の認知率

健康福祉局

地域医療課

１　施策の目的

青木　仁課長名

第２章　生涯にわたる健康づくりを進めます

実績値 目標値

２　施策の概要
　大規模地震等の災害に備えて、年４箇所の救護所で医療救護訓練を実施するとともに、救護所の備蓄医薬品の更新などを行っている。
また、昨年度は、津久井地域との合併に伴い、地域防災計画の見直しが進められてていたことから、津久井地域の医療救護所の指定を
行った。

救護所資機材の配置率
（簡易ベット・アルミ担架）

救護所訓練実施率

平成20年度（決算）

17,335 15,909

指標３
（単位：% ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標４
（単位：%　）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

平成21年7月21日記入

平成21年度　施策評価シート

基準年

市民へのアンケート調査により、市内の
救護所の認知状況を目標とする。

H22

実績値

H19 H20 H21

◆総合計画における位置付け等

100.0

指標５
（単位：%　）

16.7

71.7

159070.5

83.3 100.0

100.0

80.0

100.0100.0

86.7

13822 17,335

17,335

0.5

0.5

0.5

80.0

66.6

17,33513481

13822

77.8

13822

1590717,335

0.5

0.5 15907 0.5

15907

　　 　

　 　 　 　

　

　

　

　

  



各事業が果たす施策
に対する目標の達成
度合いを把握し、効果
の高い事業を実施し
ている

4　2　1

前回（Ｈ20）評価結果との比較分析
または優先順位の最も高い指標以外で評価した理由

4　2　1

合計
１次評価

Ａ

市民満足度調査によ
り市民ニーズを把握
し、市民の立場に立っ
て事業展開している

評価基準・
着眼点

4　2　1

4　2　1

評価点

２次評価　評価基準に則ると有効性は２点であるが、指標１については、単位が％であり、上限が１００％であるため、１００％の
場合に限り４点とする。
　昨年度３次評価意見を踏まえた目標設定(想定被害に対する配置率)とすること。
　指標５の目標値について、今回までに設定することとなっているため、設定すること。
⇒　医薬品等の配置率については、想定被害における想定負傷者に対する必要な医薬品等を配置しているもので、昨
年度の３次評価意見に対しての指標となっていると考えている。
　なお、今年度新たに津久井地域の救護所６箇所に医薬品等を今後配置する予定である。
　また、指標５の目標値については、今年度のアンケート調査のため、設定することができない。

10
評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）

　Ａ（9点以上）　　Ｂ（8点・7点・6点・5点）　　Ｃ（4点以下）

８　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

A

７　課題と解決策（現状または、評価結果から）

有効性

視点の種類

６　１次評価（２つの視点から評価を行う）

５　市民満足度調査結果（平成21年度実施分）
○この施策の満足度は3.317で全119施策の中で28番目。
○重要度は4.363で7番目である。
○改善要望度は0.274で19番目である。

Ｈ20評価点

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

９　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

A

課題
　救護所における看護ボランティアについては、市広報紙やホームページへの掲載などにより募集を行っているが、登録者が増えない状
況にある。
　津久井地域の医療救護が６箇所となったことから、今後は、スタッフの配置を進めて訓練を実施する必要がある。

解決策
　看護ボランティアについては、市広報紙やホームページへの掲載を引き続き行うとともに、登録者を通じて呼びかけをするなど募集方
法の検討を行う。
　津久井地域の医療救護訓練については、今年度中、１箇所を目標に訓練実施を実施する。

市民満足度

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

4　2　1効率性

最小の経費で最大限
の効果を得られるよ
う、効率的に事業を実
施している

災害時医療の充実

津久井南部

西部

北部

70歳以上

60代
50代

40代 30代

20代

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　3.234

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　←

　
重
要
度
　→

　
低
い

平均  3.892

施策 3.317 28位 4.363 7位
２０代 3.333 25位 4.474 6位
３０代 3.340 23位 4.415 7位
４０代 3.197 43位 4.452 5位
５０代 3.216 40位 4.315 12位
６０代 3.368 34位 4.255 19位
７０歳以上 3.364 62位 4.358 5位
北部 3.318 34位 4.401 7位
西部 3.411 24位 4.333 12位
南部 3.190 52位 4.349 8位
津久井 3.448 7位 4.354 11位

満足度 重要度

施策 Ｈ21 ◆
年齢別 Ｈ21◇
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